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歯舞群島と色丹島の地質資料と岩石試料の重要性

































Geological data and samples of Habomai and Shikotan Islands






所に定置したことが知られている［Otofuji & Matsuda 1983 : 349-359］。糸魚川－静岡構造線から
東側に分布する海底火山がもたらした特異な地質は「フォッサマグナ」と呼ばれる。更にその後、
およそ 500万年前にはフォッサマグナ南端に伊豆地塊が衝突し現在に至る［小山 1993 : 312-321］。
一方、北海道では東北日本地塊の一部である西部と千島地塊を構成する東部に分かれていた。現
在よりも北方に位置していた千島地塊が日本海拡大とほぼ同時期の千島海盆の拡大に伴い南下



















ている［君波 1979 : 152-162］［Naruse 2003 : 55-71］。前弧域の地下では、沈み込んだプレートが
まだ冷たく浅い場所にあるため、火山活動やマグマ活動は発生し得ない。しかし本論で扱う浜中
町から根室半島にかけての根室層群分布域は、前弧域でありながらマグマの貫入岩や海底噴出溶





al. 1971 : 187-206］。アルカリマグマとは、その成分にカリウムやナトリウムが多いマグマである
が、現在の地球上でこのようなマグマは、ハワイやフレンチポリネシアをはじめとする海洋島
（OIB : Ocean Island Basalt）や東アフリカ地溝帯（CRB : Continental Rift Basalt）［Wilson 1989］、プレー
ト屈曲に起因するプチスポット火山［Hirano et al. 2006 : 1426-1428］［Valentine & Hirano 2010 : 55-58］

























削剥された場所にまれに見られる程度である［三谷ほか 1958］［藤原・三谷 1959］［長谷川・ 
三谷 1959］［三谷ほか 1962］［長尾ほか 1966］［石山 1973］。これらは、根室層群で最下位のノッ
カマップ層（7千万年前）と上位の浜中層（～6.6千万年前）にそれぞれ主に貫入していること









いる［Sandwell & Smith 2009 : B01411］。このような特徴を示す本地域は、釧路 -根室隆起帯と呼
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ばれ［棚橋ほか 2012 : 357-362］、釧路から根室半島にかけて東西に分布する根室層群の分布域に
一致するものの、そこに見られる岩石の密度や地質の規模だけでは説明できず、東西広範囲に密









　一方、同研究所では 20万分の 1数値地質図（注 4）において、北方領土を含めた全国の地質































































































リ貫入岩の特徴［Simura & Ozawa 2006 : 1809-1851］とは異なる。この斑糲岩（はんれい岩）につ





るのが妥当である。また、マグマ貫入時の層状分化現象（注 9）（［佐々 1940 : 25-48］における“岩
漿分化現象”）についての言及も、納沙布岬に見られる層状分化岩体［Simura & Ozawa 2006 : 


















布するアルカリマグマ貫入岩［Simura & Ozawa 2006 : 1809-1851］よりもかんらん石や輝石などの






［2009 : 441-444］［2010 : 99-102］で得られ、今回入手した岩石試料は、又古丹噴出岩類［佐々 
1932 : 345-349］［佐々 1940 : 25-48］であり、根室半島における根室層群ノッカマップ層中の安山






各島名や地名は、30万分の 1集成図 北方四島［国土地理院 1991］を参照した。
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　アルカリマグマ貫入岩は、根室半島では層状貫入岩体や海底噴出岩として分布することが多い















保雄による詳細な地質文献［佐々 1932 : 345-349］［佐々 1940 : 25-48］、および根室半島の地質図
幅［三谷ほか 1958］［藤原・三谷 1959］［長谷川・三谷 1959］［三谷ほか 1962］［長尾ほか 1966］［石
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